
平成29年11月　第14回教育委員会　議事録

開催日時 平成29年11月28日（火）

午前1時30分～午後4時43分

開催場所　 南部町役場天萬庁舎　二階　会議室

出席者 永江教育長・井上委員・森岡委員・板委員・瀬田委員

説明員 板持教育次長、見世総務・学校教育課長

書記 角田

欠席委員

【開会　午後1時30分】

【２．あいさつ】

教育長 　開会挨拶

【３．非公開案件の決定】

　非公開案件の決定　　

【4議事Ⅰ】

次長 議案第32号「平成29年度12月補正予算要求」について

　会議案Ｐ7～9の説明

委員 異議なし

承認とする。

課長 議案第33号「南部町立小・中学校管理規則の一部改正」について

　会議案Ｐ9～10の説明

教育長 学校事務の業務内容の表現が修正となっている。12月の定例教育委員会で再度提案する。

委員 パソコンは1台ずつあるのか。

課長 1台ずつもっている。

委員 異議なし

承認とする。

課長 議案第34号「南部町立学校職員の服務に関する規定の一部改正」について

　会議案Ｐ11～23の説明

委員 異議なし

承認とする。

【５．議事Ⅱ】　なし

【６．専決処分Ⅰ】

第20号「地域協働学校中学校区運営委員の任命」について

　会議案Ｐ24～25説明

委員 異議なし

　　　　７．専決Ⅱ　　９．報　告Ⅱ

【１．互礼・開会】
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承認とする。

【８．報告Ⅰ】

次長 ①月例報告

   行事日程表の説明

②事務局関係

次長 　○南部町ＰＴＡ連絡協議会要望について

　別添資料P1～15のとおり

　共通要望はほぼ前年どおりの内容。8番目が新たに追加となった項目。2月に回答の会を

　予定している。

次長 　○南部町立小中学校空調設備整備工事の入札結果について

　別添資料P16のとおり

　本年度中完成めざしている。

次長 　○各種大会結果について

　別添資料P17～19のとおり

次長 　○鳥取県教育行政施策に関する意見書について

　別添資料P20～24のとおり

③総務・学校教育課関係

課長 　○県教育委員会表彰について

　別添資料P25～26のとおり

　○法勝寺中学校まち未来会議について

　別添資料P27～28のとおり

　○全国学力学習状況調査報告について

　別冊資料のとおり

　会見小、国語ＡＢに課題あり。会見第二小、全体的によかった。西伯小、国語Ｂ、

　算数Ａが弱い。中学校のデータは今年は良かった。

　お互いににもっと授業を見やって授業づくりをしていく必要があるように感じている。

④人権・社会教育課関係

次長 　○生涯学習作品展について

　別添資料P29～30のとおり

　開催時期については、来年度にむけて見直し予定。

次長 　○高校生サークル東北研修派遣について

　別添資料P31～35のとおり

　帰町後、町民の皆さんへ報告する機会を持ちたい。

教育長 なにか質問や意見はないか。

委員 ＰＴＡ要望、法中、学校図書館のスペースは狭い図書館なりの工夫がある。

しかし、教育環境的にはよくない。となりの集会室をうまくつなげないか。

法中、不登校の生徒が多い。自分だけの落ち着くスペースもできるのではないか。

学力から考えても読書は大切。司書も配置されていい環境にある。

次長 行き来ができるように学校とも話しをしてみたい。

教育長 司書の思いは非常によくわかる。それが学校としての思いになることが大事だとも思う。
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一つの課題だろうとは思っている。天萬庁舎１階出入り口（裏）もデッドスペースだと

考えている。図書館長に有効利用できるように検討をさせている。

委員 夏期休業中のプール監視について。日赤でも同じような講習をしている。

ただ、証明書の発行ができない。検討されてみてはどうか。

委員 除雪車の増設希望があったが、学校は町の除雪の対応はしてもらえないのか。

次長 20～30㎝くらい積もれば、トラックをかりて教育委員会で雪かきをするが、常時

各学校への増設は難しい。

委員 多く積もれば、業者への委託も考えられないか。

委員 今年、除雪の講習会があった。学校へも講習会の情報が届いているか。

次長 掲示版には載っているが、教育委員会から声をかけないとなかなか届かない。

委員 学校も子どもたちが通学するところなので、講習に参加できるように配慮をして欲しい。

委員 行政への要望で、障がいがあるＰＴＡ役員の参加体制づくりがあがっているが、

具体的にどういうことか。

課長 南部中、会見小、手話通訳をお願いしている。

委員 実施したことがあれば記入して欲しい。様々な障がいの様々とは、どこまでのことか。

教育長 一般的な言い方だろう・。できることから、気づいたことからしていきたい。

委員 安全確保として、朝金から綱平への金田の道はとても暗い。街灯の設置をお願いしたい。

課長 交通安全プログラムにはのっている。調整しながら進めたい。

委員 集落からの要望は出ていないのか。確認してもらって、学校、集落両方から出れば

動きもまた違ってくるのではないか。

委員 馬佐良、掛相、御内谷を通って帰ることもあるので、そちらの集落にも声をかけてみたら

どうか。

教育長 プール開放はどこが予算を持っているか。確認する。

委員 保護者がプール監視をしているときくがどうか。

教育長 ＰＴＡに協力を求めるようになり、行政が手をひいた。保護者もしんどいので開放日も

減ってきている。昨今の事故のこともあり、また、原点にもどってきたような流れも

あるように思う。

委員 会見小、講習を受けると有料になる。受ける人が確保できない。

プール開放がどうなるのかという課題もある。

教育長 どこかの団体と連携をして実施できればと考えている。

委員 二小、通学バスの時間が早いとの要望は昨年もあったか？

次長 昨年もあったが、バスの時刻表を変えることはなかなか難しい。

西伯地区、デマンドバス再編の動きとあわせて考えていけたらと思っている。

（総務・学校教育課関係）

委員 小学校卒業式で、卒業生がなりたい職業を言っているが、職業についてわからない

子どももいる。皆が同じことを言っているようにも思う。学校では、どのような指導が

されているのだろうかと感じている。

委員 卒業して、志していく自分の気持ちを伝えればいいのではないかと思う。

職業でなくてもいい。

教育長 卒業式をどう位置づけるのか・・ということだと思う。「卒業式で何を」をもう一度、
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考える必要があると思う。

委員 規律や儀式ということを大切にして欲しい。

委員 西伯小と法勝寺中の人権参観日に行った。グループ学習に慣れてきているように

思うが、自信を持って発表することはまだまだとも感じた。

学力が南部町の課題だと思う。各学校で全力で取り組んで欲しい。

子どもたちに自信をつけさせてやりたい。

課長 不登校と学力が繋がっているところもある。低学年からしっかりと学力をつけさせてやりたい。

教育長 学力をどう共通理解するか。

委員 一人ひとりの子どもたちが、自信を持っていければと思う。

教育長 家庭の学習時間が伸びない。課題である。

（人権・社会教育課）

委員 作品展、参加者数の統計は、見直しを図るためのものか。

次長 夕方、閉める時間を早めることも検討している。

委員

教育長 公民館にこだわらないで誰でも参加してもいいというところは広がってきている。

職員への宿題として“作品展”という名前の見直し検討中。

今年度、高校生の県外研修は東北。この研修の成果によっては、韓国と東北の

各年実施も考えている。

１１月に佐川町との交流実施した。これを機会に文化交流という枠の中で

相互の交流のスタートをしたい。

【１０．協議Ⅰ】

１）委員提案(報告）

　市町村教育委員会研究協議会参加報告

　11/8～9　　　東日本（筑波市）

　11/15～17　 西日本（那覇市）

東日本参加報告

課長 守谷市の取り組み。“強い意志”という観点で、保・小・中が研究しあっている。

いじめフォーラムを高校生中心に実施。

委員 国の調査で、小学校から中学校になると、不登校が２倍になる。これは全国的な傾向。

山野先生の話「組織はできているが、情報を共有できる横のつながりができていない」

ということが印象に残っている。経験のある先生から若い先生に、いかにノウハウを

伝えていけるか、何か制度がないのか。研修ができる制度が学校のなかでもできるといい。

遠野市、給食費を児童手当から天引きしている。就学前健診を保育園で実施。

保護者は参加しない。これは先生の負担軽減のため。ＩＣＴ化で、成績もすべて

データベースにして残している。

委員 子供の隠れたところが見えない。学校を活用する。教員以外の職員を配置する。

南房総市、家庭教育でいろいろなことを仕掛けていったが、これ以上向上しない。

教育委員会が支援を。子供たちを税金が納められる大人にしたいとの目標がある。

展示に参加される方も少なくなってきているのか。
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福祉課と教育委員会を一本化するなど、行政の組織改革をされていた。

高萩市、アウトリーチ型の家庭訪問を実施。家庭相談支援員（元教員のＯＢに依頼）

が訪問。

西日本参加報告

次長 浦添市、民間出身の教育長。視点を変えて教育行政を実践されている。

委員 アクティブラーニングを推奨していく、学校の学びをどういかしていくか、印象的だった。

竹富島の取り組み。島には高校がない。１５歳で島を出ていく。自立していく力を

１５歳までに育む。一人ひとりの自立する力を育むことが学力向上につながっている。

メタ認知=自分自身を客観的にみつめていく力

２）事務局提案

教育長 ①ひまわり保育園、すみれこども園訪問の日程について

半日で訪問。１月の実施を予定している。１月１５日（月）に決定。

②その他

平成３０年の西日本は大阪市の予定。

【１１．協議Ⅱ】　なし

【１２．今後の主な予定】

次長 　会議案P5のとおり

【１３．次回教育委員会開催日について】

1）12月（第15回）定例教育委員会の開催について

　　日時：12月26日（火）　午後　1　時　30分　～

　　会場：　南部町天萬庁舎　2F会議室

【１３．互礼・閉会】

　　午後16時43分
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